


















































































The chain of  hatred／憎しみの連鎖
らは命を奪われ、両親を奪われ、 「憎しみ」 は純
真な心に培養され、やがてたちの悪い大人たちに利
用される。ある者は偏った心を持つ戦士に仕立てら
れ、ある者は自らの命と引き換えに爆弾という存在
にされる。
「憎しみ」 という感情から、トカゲに似た大きな
しっぽを持った邪悪なモンスターのイメージが広
がった。彼は危険が迫ると、自分のしっぽを自ら切
り、邪悪な心を捨て、おとなしくなる。しかし、切っ
たしっぽはやがて生え戻り、失ったかに見えた 「憎
しみ」 はそのしっぽから体中の血管を通り、増殖
し、さらに巨大化した邪悪なモンスターに復活して
いく。
そのイメージを描いてみよう。先輩たちが、祖国
の戦争を嘆き、 「ゲルニカ」 を描き、戦争や、宗
教の無い国を想像して 「イマジン」 を創ったよう
に、純粋に、この行き場の無い気持ちをぶっつけた
絵を描いてみようとその時思った。遥か遠くにいる、
逢いたくても逢えない子供たちの気持ちを思って。
　　　　　　　（ ごとう・てつ　視覚デザイン )
